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要約 

3 歳未満児を育てる母親の心理状態が、育児サポートの受領によってどのような違いがあるかを検討した。自尊感情、親

性（親役割の状態、子どもへの認識、親役割以外の状態）について、配偶者・両親・保育者等の専門家からの育児サポート

の受領により得点に差がみられるか見た。その結果、①配偶者からの育児サポートが、自尊感情、親性のいずれに対しても

高める効果があった。②配偶者以外からの育児サポートは、自尊感情と親性への効果は見られなかった。これらの結果よ

り、父親による育児参加のいっそうの推進が示唆された。 
 
Abstract 
This essay assesses changes in the psychological state of infant-rearing mothers in relation to receiving child-rearing support. Mother’s 
psychological status, namely the self-esteem and their attitude to the parenting, are each measured by her self-perception towards 
parenting role, self-efficacy, and social roles outside parenting.  In different categories of child rearing support, the mother’s 
psychological self-perception is examined. Findings are as follows. 1) there is correlation withreceiving child-rearing support from partnar 
and the self-esteem and their attitude to the parenting. 2) there is no significant correlation grandparents and child daycare with the self-
esteem, resilience and social roles. Based on such findings, it is suggested that partnars should participate to their child-rearing more. 
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1. 研研究究のの背背景景とと目目的的  

1.1  研研究究のの背背景景 
 共働き化の進行は、乳幼児を育てる家庭においても例外

ではない。厚生労働省 1)によれば、令和 4 年の保育所等利

用児童数は 273 万人（前年度から 1.2 万人の減少）である。

それには 3 歳未満児も含まれており、1、2 歳児の保育所等

利用率は、2019 年には 48.1％に達した。また、東京などを

中心とした大都市圏で顕著であった待機児童も保育所等

の増加により減少傾向になっており、東京都の待機児童数

は令和 4 年 4 月 1 日現在で 288 人まで減少した 1)。長子が

6 歳未満の母親の「仕事あり」の割合は、59.6％と過半数

を上回っている 2)。この傾向の背景には、女性のキャリア

意識やライフコース観の変化 3)、男性の育児意識の変化 4)、

育児休業制度の改善、経済状況の変化など、様々な要因が

ある。 
 その一方で、未だに「育児は母親の役割」という考え方
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が広まっており、社会として性別役割分業観が払拭された

とは言い難い。内閣府の調査 5)によると、夫婦の役割分担

に関しては、20～30 代の男女では、「共働きでも男性は家

庭よりも仕事を優先するべきだ」、「家事・育児は女性がす

るべきだ」という意識にギャップがあり、男性の方が「そ

う思う」傾向にある。また、「子どもが 3 歳くらいまでは、

母親は仕事を持たず育児に専念したほうがよい」というい

わゆる3歳児神話を支持する人の割合は、71.2％に上る 6)。

この支持率は調査を重ねるごとに減少傾向にはあるもの

の、「子育ては母親の役割」という価値観は依然として社

会で受け入れられていると言えよう。このため、3 歳にな

る前に保育所等に入所することをよしとしない考え方も

未だに存在しており、社会における男女の平等意識によっ

て、母親の就業行動や育児サポート受領行動に違いが出る

ことが分かっている 7)。 
 育児中の母親に関する課題としては、ワンオペという言

葉に代表されるように、母親に家事・育児の負担が大きい
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ことが挙げられる。夫婦と子どもの核家族世帯における 6
歳未満の子を持つ妻・夫の 1 日あたりの家事・育児時間を

見ると、共働き世帯の妻の家事・育児時間は 6 時間 10 分

である一方で、夫の家事・育児時間は 1 時間 24 分である。

専業主婦世帯の妻の家事・育児時間は 9 時間 25 分である

一方で、夫の家事・育児時間は 1 時間 15 分である 8)。現

代でも夫の家事・育児時間は妻の就労の有無による違いは

ほとんどなく、共働き世帯の妻は、仕事に加え家事・育児

の大部分を担わざるを得ない状況にある。 
 また、育児中の保護者が持つ育児サポートネットワーク

の規模や質が変化し、必要なサポートを誰からも受領する

ことができず、孤立化した育児が行われているということ

も指摘されて久しい。とくに専業主婦において育児に閉塞

感が強く、育児ストレスにつながるという指摘がある 9)。

さらに、とくに未就園児（無園児）家庭の親が子育てで孤

独を感じやすいという調査結果もある 10)。そのため、母親

の育児に伴う身体的・精神的負担を軽減するための育児サ

ポートネットワーク、とりわけ孤立しがちな専業主婦や未

就園の子どもを家庭保育する保護者の育児ネットワーク

構築が重要な課題と言えよう。 
 母親にとって最も身近で得やすい育児サポートは、配偶

者・パートナーからのサポートである。配偶者・パートナ

ーが育児に参加し、子どもと遊んだり、世話をすることに

よって、子どもや父親本人にとってメリットがあるだけで

なく、日常的に子育てを担っている母親の身体的・精神的

健康、夫婦関係満足度等、幅広く効果のあるサポートであ

ることが分かっている。父親が妻の話を聞くことにより、

妻の自己効力感を介して妻の育児ストレスの軽減につな

がっている 11)という結果がある。また、夫が家事を遂行す

ることにより妻の夫婦関係満足度が上がること 12)、夫から

のサポートへの満足度が産後の抑うつ状態の改善につな

がるということ 13)も明らかにされてきた。配偶者・パート

ナーからの育児サポートは、おおむね、母親の精神的健康

度にポジティブな影響を及ぼすと言える。 
 また、身近にいる子どもの祖父母からの育児サポートも、

とりわけ共働き家庭において重要である。就業している母

親のほうが専業主婦よりも、祖父母をはじめとする親族ネ

ットワークから育児支援を受けている 14)。そして、祖父母

の子育て参加度が中程度の母親で育児不安が低下してい

る 15)。一方で、就業している母親にとって子育ては祖母が

キーパーソンであるとした上で、母親の 1 割が祖母との育

児観の違いからストレスを感じていたという報告もある
16)。このように、子どもの祖父母から受けるサポートは、

母親の育児不安や育児ストレスといった育児感情にさま

ざまな影響をもたらしている。 
 本研究では、これらの先行研究を踏まえたうえで、育児

中の母親の心理状態のうち、自尊感情と親性に着目したい。 
 自尊感情とは、人が自分自身についてどのように感じる

のかという感じ方のことであり、自己の能力や価値につい

ての評価的な感情や感覚のことである 17)。高い自尊感情が

低い育児ストレスにつながること 13)、高い自尊感情が育児

の理想を高くすることにより高い育児不安につながるこ

と 18)などが指摘されている。自尊感情が育児不安や育児ス

トレスといった育児感情に与える影響の方向性は研究に

よっていろいろではあるが、自尊感情は、育児中の母親の

育児感情を左右する重要な指標だと言える。その育児中の

母親の自尊感情とは、誰かから必要な育児サポートを得る

ことにより高まるのだろうか、あるいは育児サポートを受

けることにより低下するのだろうか。母性神話が払拭され

たとは言い難い。現代で、母親による育児が当然視される

中、育児サポートを受領することが母親の自尊感情にどの

ように影響するのだろうか。 
一方、親性とは、「すべての人がもっているものであり、

女性と男性に共通する、自己を愛し、尊重しながら、他者

（子ども）に対しても慈しみやいたわりをもつという性質

である。ライフステージとともに発達していくものであり、

妊娠・出産・育児期では、子どもに対して保護や育成とい

う能力で発揮される。」と定義される 19)。この親性は、親

になることをどのように受け止めるか、どのような過程で

子どもへの認識を深め、親は満足感を得ているのか等を明

らかにする指標であり、親としての特性全体を表すもので

ある。この親性に影響を与える要因についての研究がある。

育児中の母親の親性に影響を与える要因として、父親によ

る育児・家事に関する情緒的サポートを母親が認知し満足

感が高いことが、母親の親性を高める 20)ということだ。親

になることの受け止め、子どもへの認識、親自身の満足感

を表すこの親性はまた、父親である夫からの育児サポート

により高まるのだろうか。また、他からのサポートによっ

て、高められるのだろうか。 
 育児中の母親に対して育児サポートを提供するのは、な

にも配偶者・パートナーといった家族だけではない。子ど

もが通う保育所等の保育者もまた、子育て支援の大きな役

割を担っている。未就園児を持つ母親でも、地域子育て支

援拠点等に参加することにより、子育て支援の専門家とコ

ミュニケーションを取り、不安や悩みを解消することが出

来る。保育所や地域での子育て支援もまた、子どもを家庭

保育している保護者にとっても欠かすことができない育

児サポートである。 
 育児期は、職業と家事・育児の双方を担っている母親で

も、家事・育児に専念する専業主婦である場合でも、父親

よりも家事・育児について大きな負担がある。そのため、

未就学児を育てる両親のメンタルヘルスの不安定さが指

摘されているところであり 21)、母親の子育て観の肯定的感

情を高めるには、育児サポートが必要であることも明らか

になっている 22)。利用可能な育児サポートに関する研究が

必要であり、本研究では、母親の心理的指標である自尊感

情と親性に対して、育児サポートが与える影響について検

討する。 
  
  
1.2  研研究究のの目目的的 
本研究では、第 1 子が 3 歳未満である母親の利用可能な

育児サポートのうち、配偶者・パートナー、実親または義

理親、保育者等の専門家からの育児サポート、それ以外の

サポートに注目する。3 歳未満である第 1 子を育てる母親

は、仕事を持たずに育児に専念している割合も高く、有職

だったとしても育児休業中である者も多い。とかく育児を

母親ひとりで抱え込みやすいため、育児サポートの受容は

重要課題である。中でも家庭保育を行う母親は、子どもが

未就園であることから保育者等の専門家へのアクセスが

少ないと考えられる。そのことが自尊感情で表現される自

分自身への自信や、親性で表現される親としての特性に影

響を受けていると考えられるためである。 
3 歳未満の 3 号認定児が利用できる保育所や認定こども

園では、子どもの保育はもちろんのこと、保護者に対する

子育て支援も実施している。保育所保育指針 23)には、保育

所を利用している保護者に対する子育て支援、地域の保護

者等に対する子育て支援についての記載があり、保護者を

支援する重要な育児サポートネットワークのひとつであ

ることは誰もが疑うところはないだろう。通所せずに家庭

（ 112）
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ことが挙げられる。夫婦と子どもの核家族世帯における 6
歳未満の子を持つ妻・夫の 1 日あたりの家事・育児時間を

見ると、共働き世帯の妻の家事・育児時間は 6 時間 10 分

である一方で、夫の家事・育児時間は 1 時間 24 分である。

専業主婦世帯の妻の家事・育児時間は 9 時間 25 分である

一方で、夫の家事・育児時間は 1 時間 15 分である 8)。現

代でも夫の家事・育児時間は妻の就労の有無による違いは

ほとんどなく、共働き世帯の妻は、仕事に加え家事・育児

の大部分を担わざるを得ない状況にある。 
 また、育児中の保護者が持つ育児サポートネットワーク

の規模や質が変化し、必要なサポートを誰からも受領する

ことができず、孤立化した育児が行われているということ

も指摘されて久しい。とくに専業主婦において育児に閉塞

感が強く、育児ストレスにつながるという指摘がある 9)。

さらに、とくに未就園児（無園児）家庭の親が子育てで孤

独を感じやすいという調査結果もある 10)。そのため、母親

の育児に伴う身体的・精神的負担を軽減するための育児サ

ポートネットワーク、とりわけ孤立しがちな専業主婦や未

就園の子どもを家庭保育する保護者の育児ネットワーク

構築が重要な課題と言えよう。 
 母親にとって最も身近で得やすい育児サポートは、配偶

者・パートナーからのサポートである。配偶者・パートナ

ーが育児に参加し、子どもと遊んだり、世話をすることに

よって、子どもや父親本人にとってメリットがあるだけで

なく、日常的に子育てを担っている母親の身体的・精神的

健康、夫婦関係満足度等、幅広く効果のあるサポートであ

ることが分かっている。父親が妻の話を聞くことにより、

妻の自己効力感を介して妻の育児ストレスの軽減につな

がっている 11)という結果がある。また、夫が家事を遂行す

ることにより妻の夫婦関係満足度が上がること 12)、夫から

のサポートへの満足度が産後の抑うつ状態の改善につな

がるということ 13)も明らかにされてきた。配偶者・パート

ナーからの育児サポートは、おおむね、母親の精神的健康

度にポジティブな影響を及ぼすと言える。 
 また、身近にいる子どもの祖父母からの育児サポートも、

とりわけ共働き家庭において重要である。就業している母

親のほうが専業主婦よりも、祖父母をはじめとする親族ネ

ットワークから育児支援を受けている 14)。そして、祖父母

の子育て参加度が中程度の母親で育児不安が低下してい

る 15)。一方で、就業している母親にとって子育ては祖母が

キーパーソンであるとした上で、母親の 1 割が祖母との育

児観の違いからストレスを感じていたという報告もある
16)。このように、子どもの祖父母から受けるサポートは、

母親の育児不安や育児ストレスといった育児感情にさま

ざまな影響をもたらしている。 
 本研究では、これらの先行研究を踏まえたうえで、育児

中の母親の心理状態のうち、自尊感情と親性に着目したい。 
 自尊感情とは、人が自分自身についてどのように感じる

のかという感じ方のことであり、自己の能力や価値につい

ての評価的な感情や感覚のことである 17)。高い自尊感情が

低い育児ストレスにつながること 13)、高い自尊感情が育児

の理想を高くすることにより高い育児不安につながるこ

と 18)などが指摘されている。自尊感情が育児不安や育児ス

トレスといった育児感情に与える影響の方向性は研究に

よっていろいろではあるが、自尊感情は、育児中の母親の

育児感情を左右する重要な指標だと言える。その育児中の

母親の自尊感情とは、誰かから必要な育児サポートを得る

ことにより高まるのだろうか、あるいは育児サポートを受

けることにより低下するのだろうか。母性神話が払拭され

たとは言い難い。現代で、母親による育児が当然視される

中、育児サポートを受領することが母親の自尊感情にどの

ように影響するのだろうか。 
一方、親性とは、「すべての人がもっているものであり、

女性と男性に共通する、自己を愛し、尊重しながら、他者

（子ども）に対しても慈しみやいたわりをもつという性質

である。ライフステージとともに発達していくものであり、

妊娠・出産・育児期では、子どもに対して保護や育成とい

う能力で発揮される。」と定義される 19)。この親性は、親

になることをどのように受け止めるか、どのような過程で

子どもへの認識を深め、親は満足感を得ているのか等を明

らかにする指標であり、親としての特性全体を表すもので

ある。この親性に影響を与える要因についての研究がある。

育児中の母親の親性に影響を与える要因として、父親によ

る育児・家事に関する情緒的サポートを母親が認知し満足

感が高いことが、母親の親性を高める 20)ということだ。親

になることの受け止め、子どもへの認識、親自身の満足感

を表すこの親性はまた、父親である夫からの育児サポート

により高まるのだろうか。また、他からのサポートによっ

て、高められるのだろうか。 
 育児中の母親に対して育児サポートを提供するのは、な

にも配偶者・パートナーといった家族だけではない。子ど

もが通う保育所等の保育者もまた、子育て支援の大きな役

割を担っている。未就園児を持つ母親でも、地域子育て支

援拠点等に参加することにより、子育て支援の専門家とコ

ミュニケーションを取り、不安や悩みを解消することが出

来る。保育所や地域での子育て支援もまた、子どもを家庭

保育している保護者にとっても欠かすことができない育

児サポートである。 
 育児期は、職業と家事・育児の双方を担っている母親で

も、家事・育児に専念する専業主婦である場合でも、父親

よりも家事・育児について大きな負担がある。そのため、

未就学児を育てる両親のメンタルヘルスの不安定さが指

摘されているところであり 21)、母親の子育て観の肯定的感

情を高めるには、育児サポートが必要であることも明らか

になっている 22)。利用可能な育児サポートに関する研究が

必要であり、本研究では、母親の心理的指標である自尊感

情と親性に対して、育児サポートが与える影響について検

討する。 
  
  
1.2  研研究究のの目目的的 

本研究では、第 1 子が 3 歳未満である母親の利用可能な

育児サポートのうち、配偶者・パートナー、実親または義

理親、保育者等の専門家からの育児サポート、それ以外の

サポートに注目する。3 歳未満である第 1 子を育てる母親

は、仕事を持たずに育児に専念している割合も高く、有職

だったとしても育児休業中である者も多い。とかく育児を

母親ひとりで抱え込みやすいため、育児サポートの受容は

重要課題である。中でも家庭保育を行う母親は、子どもが

未就園であることから保育者等の専門家へのアクセスが

少ないと考えられる。そのことが自尊感情で表現される自

分自身への自信や、親性で表現される親としての特性に影

響を受けていると考えられるためである。 
3 歳未満の 3 号認定児が利用できる保育所や認定こども

園では、子どもの保育はもちろんのこと、保護者に対する

子育て支援も実施している。保育所保育指針 23)には、保育

所を利用している保護者に対する子育て支援、地域の保護

者等に対する子育て支援についての記載があり、保護者を

支援する重要な育児サポートネットワークのひとつであ

ることは誰もが疑うところはないだろう。通所せずに家庭
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保育されている子どもの保護者は、地域子育て支援拠点等

で子育て支援者からの育児サポートを受けることができ

る。このような専門家により行われている育児サポートが、

母親の自尊感情と親性にどのような影響があるのかを検

討する。 
また、身近なサポート源である配偶者・パートナーサポ

ートが、母親の育児やメンタルヘルスに対して重要な役割

を果たすことは、これまでも一貫して言われて来たことで

ある。本研究では、自尊感情と親性に対しても、配偶者・

パートナーによる育児サポートがプラスに働くのかを検

討する。 
そして、実父母・義父母からの育児サポートによって、

自尊感情と親性にどのような影響を受けるのか、検討する。 
本研究の目的は、3 歳未満の子どもを育てる母親の自尊

感情と親性を把握し、それらの変数がどのような育児サポ

ートによりどのような影響を受けるのかを明らかにする

ことである。 
 
 

2. 研研究究方方法法 
2.1  研研究究のの概概要要 
 本研究では、「子育て中の女性に向けたアンケート」

（2019 年 5～6 月）のデータを使用する。これは、東京都

板橋区・北区に在住する、乳幼児を育児している女性に対

して行われた調査である。調査項目は①基本属性、②配偶

者・パートナーについて、③同居の子どもについて、④就

業状況、⑤退職前に最後に就いていた仕事、⑥昨年の自身

の年収、世帯年収、⑦子育てで得られているサポート、⑧

ワーク・ライフ・バランス、⑨心理的指標 4 種類、⑩平等

主義的性役割態度、⑪自分自身についての自由記述、⑫行

政への期待、から成る。本研究では、このうち研究目的に

必要な変数のみ、分析に使用することとする。 
 
2.2  調調査査対対象象者者とと分分析析対対象象者者 
本調査の調査対象者は、東京都板橋区・北区在住で、第

1 子が 0 歳から 5 歳である女性 3,000 人である。サンプリ

ング方法は、各区の住民基本台帳からの単純無作為抽出を

行った。調査方法は、自記式調査票を郵送にて配布し、郵

送にて回収した。有効回収数は 1,459 名、有効回収率は

48.6％であった。 
本研究では、3 歳未満児を育てる母親に着目して分析す

ることを目的としているため、回収した調査票のうち、満

3 歳未満の子どもを育てる女性 625 名から得られた回答を
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2.3  変変数数 
((11))  分分析析にに使使用用ししたた変変数数  

調査に含まれる設問のうち分析に使用した変数は、①本

人の基本属性（年齢、学歴、現在の就業状況、自分の昨年

の収入、世帯の昨年の収入）、②子どもの属性（子ども数、

子どもの年齢、在園の有無）、③得られている育児サポー

トとその程度（配偶者・パートナー、実父母・義父母、保
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((22))得得らられれてていいるる育育児児ササポポーートトととそそのの程程度度  

配偶者またはパートナー、自分の父母または配偶者（パ
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ねた。 
 
（（33））自自尊尊感感情情尺尺度度  

Rosenberg の自尊感情尺度 24)を用いて、自尊感情を測定
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（（44））親親性性尺尺度度  
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2.4  分分析析方方法法 
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知り合う機会が増える。母親が専門職によるサポートを得

ることは、自尊感情や親性といった心理的指標にとって重

要であると推察できる。 
 上記より、3 歳未満の子を育てる母親の自尊感情得点、

親性尺度の親役割の状態得点、親役割以外の状態得点、子

どもへの認識得点を従属変数とし、本人の基本属性と子ど

もの基本属性、得られる育児サポートを独立変数とした重

回帰分析を行い、検討する。 
 
 
2.5  倫倫理理的的配配慮慮 
 本調査の協力者に対する倫理的配慮として、目的外利用

をしないこと、個人情報の保護、回答は任意であること、

の 3 点について記載し、アンケート票とともに郵送して詳

細を伝えた。そして、アンケートに回答・返送した時点で、

本研究の趣旨や目的、データ利用、個人情報の保護、倫理

的配慮等について理解を得たものとみなすことを明示し

た。 
 本調査は、東京家政大学研究倫理委員会に「育児期女性

の自尊感情とレジリエンスについての調査研究」として審

査申請を行い、承認を受けている。 
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3. 結結果果 
3.1 分分析析対対象象者者のの属属性性 
 分析対象者の属性変数の記述統計は表 1 を参照された

い。回答した母親の平均年齢は 33.66 歳で、平均子ども人

数は 1.11 人、子どもの平均年齢は 0.89 歳であった。パー

トナーの平均年齢は 35.68 歳であったが、パートナーがい

ない者が 8 人（1.3％）含まれていた。同居人数は平均 2.46
人で、親との同居率は 4.6％であった。最終学歴が大学・

大学院卒である者は 58.6％いた。母親の有業率（育児休業

中を含む）は 76.3％で、育児休業中の者は 27.7％と高率を

占める。これは、乳児を育てる母親を分析対象としている

ための特徴であろう。母親の就業状況（育児休業中を含む）

は、正社員・正職員が 57.6％を占めた。2018 年に全国で行

われた調査では、末子が 18 歳未満の 2 人親世帯の母親の

有業率は 73.1％であり、正社員率は 23.5％である 26)。また

長子が 6 歳未満の母親の「仕事あり」の割合は、全国では

59.6％である 2)。本調査は第 1 子が 3 歳未満である母親が

対象であることを考えると、育児休業中である対象者も含

むとしても、全国データと比較してみると有業率は高く、

正社員・正職員率の高さが際立つと言える。 
昨年度の本人収入の平均値は 227.75 万円であったが、

収入はなかった（0 円）者は 25.1％（157 人）を占め、標

準偏差の値も大きく、ばらつきが大きいことが分かる。無

回答者は 10.7％（67 人）であった。最頻値は 400 万円（31
人、5.0％）であった。昨年度の世帯収入の平均値は 794.71
万円であったが、収入はなかった（0 円）者は 0.5％（3 人）

いた。無回答者は 15.5％（97 人）であった。パートナーが

いない母親の世帯収入の平均値は 213.2 万円（5 人）、パー

トナーがいる母親の世帯収入の平均値は 800.27 万円（523
人）と、ひとり親家庭で昨年度の世帯収入を回答している

者は非常に少なくはあるが、大きな開きが見られた。2018
年に全国で行われた調査では、末子が 18 歳未満の 2 人親

世帯の平均世帯年収は 734.7万円（母親の平均年齢 40.9歳）

である 26)。今回の分析対象者は、全国的に見ると、収入が

高い傾向が見られる。 
 

表 1 分析対象者の属性（n=625） 

 
 
 
3.2 育育児児ササポポーートトのの状状況況 

得られている育児サポートは、図 1 の通りである。最も

多く得ているのは配偶者・パートナーからの育児サポート

であり、半数近く（48.6％）の者が「十分に得られている」

であり、「少し得られている」は 39.5％とそれに続く。次

に多く得られているのは、実父母・義父母からのサポート

である。35.0％が「十分に得られている」、39.8％が「少し

は得られている」と、得られている者が多かった。 
保育園等の専門職からのサポートは、44.0％の者が「十

分に得られている」と回答している。しかしこのサポート

については、十分に得られている者が多い一方、「全く得

られていない」という者が 39.2％とやはり多くを占め、二

極化している。分析対象者の子どもの在籍状況と、図 1 で

示された育児サポート受領の認識状況についてクロス集

計を行ったものが、表 2 である。保育所児、幼稚園児、認

定こども園児、その他に在籍している子どもの保護者は、

ほとんどが専門職サポートを「十分得られている」「少し

得られている」と認識している。一方、子どもが保育所等

に在籍していない保護者については、ほとんどが専門職サ

ポートを「全く得られていない」か「あまり得られていな

い」と感じており、「少し得られている」か「十分得られて

いる」者は 7.9％にしかすぎない。地域子育て支援拠点等

の地域における子育てサポートを得られている者は、家庭

保育を行う保護者においても、少ないことが分かる。 
3 歳未満児の在籍状況は、保護者の就労状況によって保

育園等に入園できるかどうかが異なる。また家庭保育の子

どもでは、地域子育て支援拠点等の保育の専門職がいると

ころに日常的に通っている者が多数ではないことが分か

る。 
 
 
 

 
図 1 育児サポートの状況 

 
 
表 2 子どもの在園状況と専門職サポート受領の認知 

 
 

3.3  自自尊尊感感情情得得点点のの状状況況 
Rosenberg 自尊感情尺度 24)を用いて、自尊感情を測定し

た。この尺度は 10 項目から成り、α係数は 0.881 であり、

高い内的一貫性が確認できた。得点の分布は 10～ 50 点の

値 標準偏差 最小値 最大値
母親年齢（歳） 33.66 4.84 17 47

子ども人数（人） 1.11 0.32 1 2
子ども年齢（歳） 0.89 0.76 0 2

パートナー年齢（歳） 35.68 6.01 17 59
同居人数（本人含む）（人） 2.46 0.85 2 6

親との同居率 4.6%
母親の最終学歴
－中学・高校 11.7%

－短大・高専・専修学校他 26.9%
－大学・大学院 58.6%

母親の有業率（育児休業中を含む） 76.3%
－育児休業中 27.7%

母親の就業状況
－無職 23.7%

－正社員、正職員 57.6%
－非正規職員 14.7%

－自営業・家族従事者 2.1%
本人収入（万円） 227.75 227.16 0 1900
世帯収入（万円） 794.71 346.08 0 3000

n
全く得られ
ていない

あまり得ら
れていない

少し得られ
ている

十分得られ
ている

保育所児あり 302 5(1.7%) 2(0.7%) 40(13.2%) 255(84.5%)
幼稚園児あり 5 0(0%) 0(0%) 3(60%) 2(40%)
認定こども園児あり 2 1(50%) 0(0%) 0(0%) 1(50%)
その他在園児あり 7 1(14.3%) 0(0%) 1(14.3%) 5(71.4%)
在籍児なし 279 236(84.6%) 21(7.5%) 15(5.4%) 7(2.5%)

（ 114）

平野 順子・平野 真理・並木 有希・廣田 愛海

（ 115）
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3.2 育育児児ササポポーートトのの状状況況 
得られている育児サポートは、図 1 の通りである。最も

多く得ているのは配偶者・パートナーからの育児サポート

であり、半数近く（48.6％）の者が「十分に得られている」

であり、「少し得られている」は 39.5％とそれに続く。次

に多く得られているのは、実父母・義父母からのサポート

である。35.0％が「十分に得られている」、39.8％が「少し

は得られている」と、得られている者が多かった。 
保育園等の専門職からのサポートは、44.0％の者が「十

分に得られている」と回答している。しかしこのサポート

については、十分に得られている者が多い一方、「全く得

られていない」という者が 39.2％とやはり多くを占め、二

極化している。分析対象者の子どもの在籍状況と、図 1 で

示された育児サポート受領の認識状況についてクロス集

計を行ったものが、表 2 である。保育所児、幼稚園児、認

定こども園児、その他に在籍している子どもの保護者は、

ほとんどが専門職サポートを「十分得られている」「少し

得られている」と認識している。一方、子どもが保育所等

に在籍していない保護者については、ほとんどが専門職サ

ポートを「全く得られていない」か「あまり得られていな

い」と感じており、「少し得られている」か「十分得られて

いる」者は 7.9％にしかすぎない。地域子育て支援拠点等

の地域における子育てサポートを得られている者は、家庭

保育を行う保護者においても、少ないことが分かる。 
3 歳未満児の在籍状況は、保護者の就労状況によって保

育園等に入園できるかどうかが異なる。また家庭保育の子

どもでは、地域子育て支援拠点等の保育の専門職がいると

ころに日常的に通っている者が多数ではないことが分か

る。 
 
 
 

 
図 1 育児サポートの状況 

 
 
表 2 子どもの在園状況と専門職サポート受領の認知 

 
 

3.3  自自尊尊感感情情得得点点のの状状況況 
Rosenberg 自尊感情尺度 24)を用いて、自尊感情を測定し

た。この尺度は 10 項目から成り、α係数は 0.881 であり、

高い内的一貫性が確認できた。得点の分布は 10～ 50 点の

値 標準偏差 最小値 最大値
母親年齢（歳） 33.66 4.84 17 47

子ども人数（人） 1.11 0.32 1 2
子ども年齢（歳） 0.89 0.76 0 2

パートナー年齢（歳） 35.68 6.01 17 59
同居人数（本人含む）（人） 2.46 0.85 2 6

親との同居率 4.6%
母親の最終学歴
－中学・高校 11.7%

－短大・高専・専修学校他 26.9%
－大学・大学院 58.6%

母親の有業率（育児休業中を含む） 76.3%
－育児休業中 27.7%

母親の就業状況
－無職 23.7%

－正社員、正職員 57.6%
－非正規職員 14.7%

－自営業・家族従事者 2.1%
本人収入（万円） 227.75 227.16 0 1900
世帯収入（万円） 794.71 346.08 0 3000

n
全く得られ
ていない

あまり得ら
れていない

少し得られ
ている

十分得られ
ている

保育所児あり 302 5(1.7%) 2(0.7%) 40(13.2%) 255(84.5%)
幼稚園児あり 5 0(0%) 0(0%) 3(60%) 2(40%)
認定こども園児あり 2 1(50%) 0(0%) 0(0%) 1(50%)
その他在園児あり 7 1(14.3%) 0(0%) 1(14.3%) 5(71.4%)
在籍児なし 279 236(84.6%) 21(7.5%) 15(5.4%) 7(2.5%)
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範囲である。本研究の分析対象者の平均値は 34.16 点
（SD=7.38）であり、分布は正規分布であった。小塩ら 27)

によって報告された日本人成人の平均値は 32.8 点であり、

本研究の分析対象者においてもほぼ日本人成人の平均値

と類似した値であった。 
 

3.4  親親性性尺尺度度のの状状況況 
育児期の親性尺度 19)を用いて、母親の親性を測定した。

全 33 項目の質問を、主因子法・プロマックス回転によっ

て因子分析を行い、3 因子を抽出した。それぞれの因子は、

各因子にあてはまる質問項目により、先行研究と同じよう

に、「親役割の状態」、「子どもへの認識」、「親役割以外の

状態」と名付けられる。因子分析の結果は、表 3 の通りで

ある。 
 

表 3 親性尺度の因子分析結果 

 
 

親役割の
状態

子どもへの
認識

親役割以外
の状態

(1)私は、子育てに充実感を感じていませんR 0.830 -0.185 0.110

(2)私は、育児をすることに満足感を感じていませ
んR

0.855 -0.190 0.123

(3)私は、育児に関心があります 0.444 0.048 0.057

(4)私は、子どもとスキンシップがとれていません
R

0.677 0.090 -0.068

(5)私は、子どもとかかわる時間を大事にしていま
せんR

0.677 0.101 -0.125

(6)私は、子どもとかかわる時間を充分に取りたい
と思います

0.563 0.015 -0.110

(7)私は、育児をすることに喜びを感じています 0.789 -0.002 -0.081

(8)私は、親としての充実感を感じていませんR 0.694 -0.049 0.046

(9)私は、子どもとの関係に満足していませんR 0.679 0.050 0.019

(10)私は、親としてだけの自分をむなしいと思い
ますR

0.423 -0.151 0.303

(11)私は、子どもによく話しかけています 0.450 0.235 -0.073

(12)私は、子どもとコミュニケーションがとれて
います

0.499 0.370 -0.114

(13)子どもは、いつも私がいやがることをしますR 0.541 0.024 -0.018

(14)私は、子どもの欲求がよくわかります 0.020 0.760 -0.043

(15)私は、子どもの性格がわかります -0.248 0.933 0.039

(16)私は、子どもの個性がわかります -0.191 0.913 0.055

(17)私は、子どもの様子がよくわかります 0.087 0.756 -0.031

(18)私は、現在の子どもの発育がよくわかります 0.184 0.580 0.007

(19)私は、子どものこれからの発育の様子を想像
することができます

0.259 0.369 0.085

(20)私は、子どもを寝かしつけることがうまくで
きます

0.214 0.354 0.006

(21)私は、子どもの気持ちがわかりませんR 0.243 0.457 0.086

(22)私は、子どもに喜びを与えていると思います 0.432 0.352 0.041

(23)私は、子どもの食事（授乳）の世話がうまく
できます

0.430 0.267 -0.005

(24)私は、子どもに信頼されていると思います 0.342 0.454 -0.001

(25)私は、親として以外の自分は充実していると
思えませんR

-0.001 -0.116 0.808

(26)私は、親として以外の自分に満足していませ
んR

0.024 -0.105 0.804

(27)私は、社会の中での自分の役割がわかります -0.257 0.193 0.766

(28)私は、社会的に必要とされていると思います -0.139 0.151 0.776

(29)私は、親として以外の自分自身に対して前向
きではありませんR

-0.051 -0.033 0.807

(30)私の生き方は、自分で納得いくものだと思い
ます

0.230 0.008 0.498

(31)私は、自分なりの生き方を主体的に選んでい
ると思えませんR

0.144 0.009 0.558

(32)私は、自分自身のことを信頼しています 0.174 0.155 0.454

(33)私は、日にの生活をうまくやっていく自信が
ありませんR

0.421 0.021 0.414

因子抽出法: 主因子法
 回転法: Kaiser の正規化を伴うﾌﾟﾛﾏｯｸｽ法
R：逆転項目

因子

（ 114） （ 115）
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（（11））親親役役割割のの状状態態  

親性尺度のうち 13 項目から成り、α係数は 0.897 と高

い内的一貫性が確認できた。得点は 13～65 点の範囲で示

される。分析対象者の平均点は 52.81 点（SD=6.52）であ

った。尺度開発時に報告されている平均値は 51.2 点 19)で

あったことから、本研究の対象者の得点はほぼ平均的であ

ると言える。 
 

（（22））親親役役割割以以外外のの状状態態  

親性尺度のうち 9 項目から成り、α係数は 0.894 と高い

値を示した。得点は 11～55 点の範囲で示される。平均点

は 32.08 点（SD=6.72）であった。尺度開発時に報告されて

いる平均値は 31.1 点 19)であったことから、本研究の対象

者の得点はほぼ平均的であると言える。 
 

（（33））子子どどももへへのの認認識識  

 親性尺度のうち 11 項目から成り、α係数は 0.890 と同

じく高い値を示した。得点は 9～ 45 点の範囲で示される。

平均点は 41.56 点（SD=6.58）であった。尺度開発時に報告

されている平均値は 41.3 点 19)であったことから、本研究

の対象者の得点はほぼ平均的であると言える。 
 
 
3.5  育育児児ササポポーートトがが、、母母親親のの自自尊尊感感情情にに与与ええるる影影響響 
 母親が受領する育児サポートが、母親の自尊感情にどの

ような影響を与えるかを検討するため、自尊感情尺度得点

を従属変数とし、母親の属性・子どもの属性・育児サポー

ト受領変数を独立変数とした重回帰分析を行った。独立変

数に投入した変数は、母親の属性である年齢、学歴（高校

卒業を比較対象とし、短大・高専・専門学校卒と大卒・大

学院卒をダミー変数とした）、就業状況（無職を比較対象

とし、有職者と育休等による休業中をダミー変数とした）、

昨年度の自己の年収と昨年度の世帯年収、子どもの属性で

ある年齢、子どもの人数、育児サポート変数である配偶者・

パートナーからの育児サポート、実父母・義父母からの育

児サポート、保育者等の専門職サポート、それ以外のサポ

ートの程度である。 
 結果は表 4 の通りである。有意だった独立変数は、母親

有職ダミー（P<.01）、母親産休育休ダミー（p<.01）、配偶

者・パートナーからの育児サポート（P<.01）であり、それ

以外の変数は有意ではなかった。母親自身が、無職である

よりも有職または産休育休中によって休業中であること

が、自尊感情を高めていた。また、自尊感情を高める育児

サポートは配偶者・パートナーからの育児サポートだけで

あり、それ以外の育児サポートは母親の自尊感情に有意な

効果はなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 4 自尊感情、親性を従属変数とした重回帰分析結果 
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（（11））親親役役割割のの状状態態  

親性尺度のうち 13 項目から成り、α係数は 0.897 と高

い内的一貫性が確認できた。得点は 13～65 点の範囲で示

される。分析対象者の平均点は 52.81 点（SD=6.52）であ

った。尺度開発時に報告されている平均値は 51.2 点 19)で

あったことから、本研究の対象者の得点はほぼ平均的であ

ると言える。 
 

（（22））親親役役割割以以外外のの状状態態  

親性尺度のうち 9 項目から成り、α係数は 0.894 と高い

値を示した。得点は 11～55 点の範囲で示される。平均点

は 32.08 点（SD=6.72）であった。尺度開発時に報告されて

いる平均値は 31.1 点 19)であったことから、本研究の対象

者の得点はほぼ平均的であると言える。 
 

（（33））子子どどももへへのの認認識識  

 親性尺度のうち 11 項目から成り、α係数は 0.890 と同

じく高い値を示した。得点は 9～ 45 点の範囲で示される。

平均点は 41.56 点（SD=6.58）であった。尺度開発時に報告

されている平均値は 41.3 点 19)であったことから、本研究

の対象者の得点はほぼ平均的であると言える。 
 
 
3.5  育育児児ササポポーートトがが、、母母親親のの自自尊尊感感情情にに与与ええるる影影響響 
 母親が受領する育児サポートが、母親の自尊感情にどの

ような影響を与えるかを検討するため、自尊感情尺度得点

を従属変数とし、母親の属性・子どもの属性・育児サポー

ト受領変数を独立変数とした重回帰分析を行った。独立変

数に投入した変数は、母親の属性である年齢、学歴（高校

卒業を比較対象とし、短大・高専・専門学校卒と大卒・大

学院卒をダミー変数とした）、就業状況（無職を比較対象

とし、有職者と育休等による休業中をダミー変数とした）、

昨年度の自己の年収と昨年度の世帯年収、子どもの属性で

ある年齢、子どもの人数、育児サポート変数である配偶者・

パートナーからの育児サポート、実父母・義父母からの育

児サポート、保育者等の専門職サポート、それ以外のサポ

ートの程度である。 
 結果は表 4 の通りである。有意だった独立変数は、母親

有職ダミー（P<.01）、母親産休育休ダミー（p<.01）、配偶

者・パートナーからの育児サポート（P<.01）であり、それ

以外の変数は有意ではなかった。母親自身が、無職である

よりも有職または産休育休中によって休業中であること

が、自尊感情を高めていた。また、自尊感情を高める育児

サポートは配偶者・パートナーからの育児サポートだけで

あり、それ以外の育児サポートは母親の自尊感情に有意な

効果はなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 4 自尊感情、親性を従属変数とした重回帰分析結果 
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3.6  育育児児ササポポーートトがが、、母母親親のの親親性性にに与与ええるる影影響響 
母親が受領している育児サポートが、親性（親役割の状

態、親役割以外の状態、子どもへの認識）にどのような影

響を与えるかを検討するため、3 つの下位尺度それぞれを

従属変数とした重回帰分析を行った。独立変数は自尊感情

の分析と同じく、母親の属性である年齢、学歴（高校卒業

を比較対象とし、短大・高専・専門学校卒と大卒・大学院

卒をダミー変数とした）、就業状況（無職を比較対象とし、

有職者と育休等による休業中をダミー変数とした）、昨年

度の自己の年収と昨年度の世帯年収、子どもの属性である

年齢、子どもの人数、育児サポート変数である配偶者・パ

ートナーからの育児サポート、実父母・義父母からの育児

サポート、保育者等の専門職サポート、それ以外の育児サ

ポートの受領の程度である。結果は表 4 の通りである。 
「親役割の状態」に対して有意だった独立変数は、配偶

者・パートナーからの育児サポート（p<.01）であった。配

偶者・パートナーからの育児サポートだけが、育児中の母

親の親役割の状態を向上させるということだ。それ以外に

有意だった変数は見られなかった。ただ、保育者等の専門

職サポートが、10％水準で有意であった。保育者等の専門

職サポートは、親役割の状態に対し、弱いマイナスの影響

がある。すなわち保育者等からの育児サポートを受けるこ

とにより、母親の親役割の状態が低下する傾向があるとい

うことだ。子育て家庭に対して支援を行う保育者等の専門

職からの育児サポートを受領することが、育児の喜び、充

実感、育児への関心、満足感などの低下につながる傾向が

あるということである。 
「親役割以外の状態」に対して有意だった独立変数は、

母親有職ダミー（p<.01）、母親産休育休ダミー（p<.01）、
そして配偶者・パートナーからのサポート（p<.01）であっ

た。無職の母親と比較して有職の母親、産休育休中の母親

で親役割以外の社会的に必要とされている感覚、自分自身

への信頼、生き方への納得感があるということである。そ

して、配偶者・パートナーから育児サポートを得ることに

より、職業を持ち社会との接点を持てるため、この結果は

理解しやすい。 
「子どもへの認識」に対して有意だった独立変数は、年

齢（p<.05）、子どもの平均年齢（p<.01）、配偶者・パート

ナーからのサポート（p<.01）であった。年齢は負の影響が

見られた。子どもが成長するにつれ、また配偶者からの育

児サポートが受領できるにつれ、子どもへの愛情や子ども

理解、成長発達の理解、育児能力が高くなる傾向がある。

しかし母親の年齢は、これらを低下させる効果を持ってい

た。親になってからの期間が延びることによって子どもの

理解が深くなり育児スキルが上がることは容易に理解で

きる。また、配偶者からのサポートが受領でき少しでも余

裕が生まれることにより、子どもを客観的に把握して子ど

もそのものを理解したりこれからの子どもの成長する姿

を想像したりすることができる状況となろう。 
 
 

4. 考考察察 
 本研究は、3 歳未満児を育児中の女性の自尊感情と親性

の現状とその影響要因を、育児サポートに着目して明らか

にする目的で進めてきた。以下、結果ごとに考察を行う。 
 
4.1  父父親親にによよるる育育児児ササポポーートトのの重重要要性性 
 これまでも、父親による育児サポートの効果が検討され、

そのなかでも育児不安や育児ストレスといったネガティ

ブな育児感情に対する効果が明らかにされてきた。本研究

では、母親の自尊感情と親性の全ての下位尺度に対する正

の効果が見られたことで、父親による育児サポートが、母

親の自尊感情にも影響があることが分かった。父親の育児

が重要なのは、もはや言うまでもないことで、本研究でも

それが追認できた。今回の調査対象者はとくに、3 歳未満

の乳幼児を育てる母親であり、有職母であっても無職母で

あっても休業母であっても、幼子の育児が大変であること

は容易に想像がつく。そこで、配偶者・パートナーからの

育児サポートが不可欠である。 
 
 
4.2  実実父父母母・・義義父父母母にによよるる育育児児ササポポーートトのの効効果果 
 今回の研究では、自尊感情、親性のすべての独立変数に

対して、実父母・義父母による育児サポートの効果は見ら

れなかった。約 3 分の 1 の回答者で親から十分に育児サポ

ートを受けているという結果であったが、一方で全く得ら

れていない人も 1 割いた。実父母・義父母からの育児サポ

ートが、母親の自尊感情と親性に影響がまったくないとい

うことは、先行研究でも見られたように、実父母・義父母

による育児サポートは、母親の心理状態に正の効果がある

場合と負の効果がある場合があるということかもしれな

い。あるいは、育児ストレスや育児不安といった育児感情

には効果があるが、今回の自尊感情や親性という変数には

効果がないということかもしれない。いずれにしろ、今回

の研究結果だけでは明らかなことは言えないため、今後さ

らに研究を深めていきたい。 
 
 
4.3  保保育育者者等等のの専専門門職職にによよるる育育児児ササポポーートトのの効効果果 
 子どもが保育所等に通園したり、地域子育て支援センタ

ーや一時保育等の育児サポートを受領することにより、母

親の自尊感情と親性に影響があるか検討した。その結果、

親性のなかの「親役割の状態」のみ、弱い負の関連（p<.10）
が見られた。専門職からの育児サポートが、子育ての充実

感や育児への関心、スキンシップ等に弱いマイナスの関連

があったということだ。事前に考えていたように、サポー

トにより自尊感情や親性が高まるわけではなかった。この

「親役割の状態」とは、育児に関心を持ち親としての役割

に満足感を抱いている状態のことを指す。通園や一時保育

等の利用によって負の影響を受けるというよりも、親役割

を果たす物理的な時間が長くなると親役割を感じる機会

が減るということなのではないかと考える。 
 大豆生田 27)が言うように、保育サービスの量的拡大によ

り単純に子育てに安心感がもたらされるわけではなく、仕

事と生活の調和がとれたゆとりある生活があることで、安

心して子育てに向き合い、親として成長できるという側面

がある。保育者等の支援を受けたからといってそれが即、

母親の育児感情や自分への思いに正の影響を及ぼすわけ

ではないのだろう。 
 別の視点からになるが、亀崎 28)が述べるように、保育者

等の専門職は保護者の支援も行うが、同時に子どもへの支

援も行っている。そこで、親子との相反するニーズの間で

板挟みになり、葛藤がおきる。保育者は子どもとは異なる

ニーズを持つ保護者への支援もしなければならず、それが

時には保護者からは、保護者の味方をあまりしてくれない

という不満につながることもあるだろう。そのため、保育

者等の専門家の支援を受けたからと言ってそれがすぐに、

母親の育児感情や自分への思いに正の影響を及ぼすわけ

ではないのではないだろうか。 
  

（ 116） （ 117）

3歳未満児を育てる母親の自尊感情と親性に関する研究 ―育児サポートに着目して―



  
 

[8] 
 

4.4  母母親親のの就就業業にによよるる効効果果 
 従属変数のうち、自尊感情と親役割以外の状態の 2 変数

に対し、母親自身が有職であること・産休育休で休職中で

あることが有意に正の効果が見られた。今回の調査では無

職の母親は全体の 4 分の 1 に満たない人数と少なく、検討

は十分ではない。しかしこれまでも、専業主婦の母親は孤

立化しやすく、育児不安が大きいことなどが指摘されてき

た。今回の結果でも、仕事を持つ母親の方が、自尊感情と

親役割以外の状態が高い結果となり、3 歳未満児の母親に

おいても、働くことが正の効果を持っていた。 
 
 
4.5  今今後後のの課課題題 
今回の調査は東京 23 区内で行われており、対象者の大

卒比率、正社員比率、世帯の平均年収は全国データと比較

して高い。そのため、東京都内でのみ見られる特徴である

可能性もある。今回の結果でも、3 歳未満の子を持つ母親

において、仕事を持ったり育児休業をとったりすることは

むしろ当然であることが分かった。母親の就業行動は、母

親自身のキャリア意識や価値観に関連していることはも

ちろんであるが、家族や周囲の性別役割分業意識や職場の

理解などによってもまた、少なからず影響を受ける。これ

ら価値観にかかわる部分は、東京とそれ以外の地域では異

なることが想定されるため、対象地が変わると、母親の心

理状況に対する自身の就業や子どもの就園の効果も異な

ると思われる。今後の研究課題としたい。 
 
 
 謝謝辞辞  本研究は、特別区長会調査研究機構での令和元年
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